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○
総
務
省
令
第
百
三
十
一
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
及
び
市
町

村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
五
十
五
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
自
治
法
施
行
規
則
及

び
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日

総
務
大
臣

武
田

良
太

地
方
自
治
法
施
行
規
則
及
び
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
地
方
自
治
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

地
方
自
治
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
内
務
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
都
（
何
道
府
県
）
〔
何
郡
（
市
）
町
（
村
）
〕
条
例
制
定
（
改
廃
）
請
求
書
様
式
及
び
別
記
何
広
域
連
合
条
例
制
定

（
改
廃
）
請
求
書
様
式
中
「
住
所

氏

名

印
」
を
「
住
所

氏

名
」
に
、

「
（
住
所
）

（
氏

名

印
）
」
を
「
（
住
所
）

（
氏

名
）
」
に
改
め
る
。

別
記
都
（
何
道
府
県
）
〔
何
郡
（
市
）
町
（
村
）
〕
条
例
制
定
（
改
廃
）
請
求
署
名
収
集
委
任
状
様
式
中
「
氏

名
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印
」
を
「
氏

名
」
に
、
「
（
氏

名
）
（
印
）
」
を
「
（
氏

名
）
」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

備

考
一

請
求
代
表
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の
う
ち
一
人
以
上
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別
を
記
載
す
る

こ
と
。

二

氏
名
は
自
署
（
盲
人
が
公
職
選
挙
法
施
行
令
別
表
第
一
に
定
め
る
点
字
で
自
己
の
氏
名
を
記
載
す
る
こ
と
を
含
む
。

）
す
る
こ
と
。

別
記
何
広
域
連
合
条
例
制
定
（
改
廃
）
請
求
署
名
収
集
委
任
状
様
式
中
「
住
所

氏

名

印

」
を
「
住
所

氏

名
」
に
、
「
（
住
所
）

（
氏

名

印
）
」
を
「
（

住
所
）

（
氏

名
）
」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備

考
一

請
求
代
表
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の
う
ち
一
人
以
上
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
性
別
を
記
載

す
る
こ
と
。
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二

氏
名
は
自
署
（
盲
人
が
公
職
選
挙
法
施
行
令
別
表
第
一
に
定
め
る
点
字
で
自
己
の
氏
名
を
記
載
す
る
こ
と
を
含

む
。
）
す
る
こ
と
。

別
記
都
（
何
道
府
県
）
〔
何
郡
（
市
）
町
（
村
）
〕
条
例
制
定
（
改
廃
）
請
求
署
名
収
集
証
明
書
様
式
中
「
氏

名

印
」
を
「
氏

名
」
に
、
「
（
氏

名
）
（
印
）
」
を
「
（
氏

名
）
」
に
改
め
る
。

別
記
何
広
域
連
合
条
例
制
定
（
改
廃
）
請
求
署
名
収
集
証
明
書
様
式
中
「
住
所

氏

名

印

」
を
「
住
所

氏

名
」
に
、
「
（
住
所
）

（
氏

名

印
）
」
を
「
（

住
所
）

（
氏

名
）
」
に
改
め
る
。

別
記
都
（
何
道
府
県
）
〔
何
郡
（
市
）
町
（
村
）
〕
職
員
措
置
請
求
書
様
式
（
第
十
三
条
関
係
）
中
「
氏

名

印
」
を
「
氏

名
」
に
、
「
（
氏

名
）
（
印
）
」
を
「
（
氏

名
）
」
に

改
め
る
。

別
記
都
（
何
道
府
県
）
〔
何
郡
（
市
）
町
（
村
）
〕
事
務
監
査
請
求
書
様
式
及
び
別
記
何
広
域
連
合
事
務
監
査
請
求
書
様

式
中
「
住
所

氏

名

印
」
を
「
住
所

氏

名
」
に
、
「
（
住
所
）

（

氏

名

印
）
」
を
「
（
住
所
）

（
氏

名
）
」
に
改
め
る
。
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別
記
都
（
何
道
府
県
）
〔
何
郡
（
市
）
町
（
村
）
〕
職
員
措
置
請
求
書
様
式
（
第
十
七
条
の
十
四
関
係
）
中
「
氏

名

印
」
を
「
氏

名
」
に
、
「
（
氏

名
）
（
印
）
」
を
「
（
氏

名
）

」
に
改
め
る
。

別
記
申
請
書
様
式
（
第
十
八
条
関
係
）
、
別
記
届
出
書
様
式
（
第
二
十
条
関
係
）
、
別
記
申
請
書
様
式
（
第
二
十
二
条
関

係
）
、
別
記
申
請
書
様
式
（
第
二
十
二
条
の
二
関
係
）
及
び
別
記
申
出
書
様
式
（
第
二
十
二
条
の
三
関
係
）
中
「

」
を
削

印

る
。

（
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
総
務
省
令
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
中
「
氏

名

印
」
を
「
氏

名
」
に
、
「
（
氏

名
）
（
印
）
」
を
「
（
氏

名
）
」
に
、
「
平
成
何
年
」
を
「
令
和
何
年
」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
中
「
平
成
何
年
」
を
「
令
和
何
年
」
に
改
め
る
。

第
四
号
様
式
中
「
平
成
何
年
」
を
「
令
和
何
年
」
に
、
「
氏

名

印
」
を
「
氏
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名
」
に
、
「
（
氏

名
）
（
印
）
」
を
「
（
氏

名
）
」
に
改
め
、
同
様

式
備
考
二
中
「
す
べ
て
の
請
求
代
表
者
」
を
「
そ
の
う
ち
一
人
以
上
」
に
、
「
記
載
し
、
押
印
を
す
る
」
を
「
記
載
す
る
」

に
改
め
、
備
考
二
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三

氏
名
は
自
署
（
目
が
見
え
な
い
者
が
公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
別
表
第
一
に

定
め
る
点
字
で
自
己
の
氏
名
を
記
載
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
す
る
こ
と
。

第
六
号
様
式
及
び
第
七
号
様
式
中
「
平
成
何
年
」
を
「
令
和
何
年
」
に
改
め
る
。

第
八
号
様
式
中
「
氏

名

印
」
を
「
氏

名
」
に
、
「
（
氏

名
）
（
印
）
」
を
「
（
氏

名
）
」
に
、
「
平
成
何
年
」
を
「
令
和
何
年
」
に
改
め
る
。

第
九
号
様
式
中
「
平
成
」
を
「
令
和
」
に
改
め
る
。

第
十
一
号
様
式
中
「
氏

名

印
」
を
「
氏

名
」
に
、
「
（
氏

名
）
（
印
）
」
を
「
（
氏

名
）
」
に
、
「
平
成
何
年
」
を
「
令
和
何
年
」
に
改
め
る
。

第
十
二
号
様
式
中
「
平
成
」
を
「
令
和
」
に
改
め
る
。

第
十
三
号
様
式
中
「
氏

名

印
」
を
「
氏

名
」
に
、
「
（
氏
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名
）
（
印
）
」
を
「
（
氏

名
）
」
に
、
「
平
成
何
年
」
を
「
令
和
何
年
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に

よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。


